
学 習 相 談 室
″
あ
な
た
の
く
ら
し
″

・
く
ら
し
の
学
習
を
は
じ
め

ら
れ
る
方
へ
：
…

く
ら
し
の
こ
と
に
っ
い
て
べ

ん
き
よ
う
し
た
い
と
思
っ
て
も

、
何
か
ら
は
じ
め
た
ら
よ
い
か

、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
機
会
が
あ

る
の
か
、
全
く
見
当
が
っ
き
ま

せ
ん
。
と
い
わ
れ
る
方
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
の
ご
相
談

に
の
り
た
い
と
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

・
く
ら
し
の
学
習
に
と
り
組
ん
で
い
る

の
だ
け
ど
’：
：

い
っ
た
い
こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
、
べ
ん
き
ょ
う
し
て
も
、
ど
う
も
私

の
生
活
に
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
す
が
と

い
わ
れ
る
方
』・
ひ
と
り
で
い
ろ
い
ろ
本

な
ど
読
ん
で
べ
ん
き
ょ
う
し
て
き
た
の

で
す
が
、
さ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
、
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
・：
：
こ
ん
な
方
も
、
思
っ
て
お
い

で
の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
お
一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
で
も
、

ど
う
ぞ
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
相

談
室
で
は
、
い
っ
で
も
あ
な
た
の
ご
相

談
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
遠
慮
な

く
ご
相
談
を
も
ち
か
け
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
の
方
法
は
簡
単
で
す
・・
…

疑
問
や
相
談
し
た
い
こ
と
を
、
あ
な

た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
た
（

ガ
キ
に
記
入
し
て
す
ぐ
左
記
に

送
る
か
、
ま
た
は
直
接
電
話
で
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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同
和
問
題
講
座
6

三
隅
町
の
同
和
教
育
を
強
力
に
進
め

る
た
め
の
基
木
と
な
る
も
の
を
二
十
七

名
の
三
隅
町
同
和
教
育
推
進
委
員
の
方

々
に
検
討
し
て
頂
い
て
教
育
委
員
会
で

決
定
し
て
お
り
ま
す
基
ぶ
方
針
を
今
回

は
載
せ
ま
し
た
。

三

隅

町

同

和

教

育

基

本

万

針

日
本
国
憲
法
は
、
基
本
的
人
人
権
を
国
民

の
永
久
の
権
利
と
し
て
保
障
し
、
更

に
す
べ
て
の
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で

あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。

し
か
る
に
、
現
実
の
社
会
に
お
い
て

は
基
本
的
人
権
が
、
多
く
の
偏
見
や
差

別
に
よ
っ
て
完
全
に
は
保
障
さ
れ
て
お

ら
ず
、
特
に
同
和
地
区
は
、
経
済
的
、

社
公
的
　
文
化
的
に
差
別
の
累
杖
と
集

中
を
受
け
、
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
川
山
が
解
決
さ
れ
な
く
て

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実

現
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
早
急
な
解
法
こ

そ
行
政
の
重
大
な
義
務
で
あ
る
と
と
も

に
、
全
国
民
の
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
実
現
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
町
に
お
け
る
同
和
問
題
の
解
決
は

三
隅
町
全
行
政
の
責
務
で
あ
り
全
町
民

が
共
通
の
課
題
と
し
て
更
に
力
強
く
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
同
和
教
育
が
同
和
問
題
解
決
に

果
す
役
割
は
、
極
め
て
大
き
い
こ
と
を

認
識
し
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
次

の
基
本
方
針
を
定
め
、
真
の
民
主
的
な

人
間
の
育
成
を
は
か
る
。

１
、
同
和
教
育
を
本
町
民
主
教
育
の
中

核
と
し
て
と
ら
え
強
力
に
展
開
す
る

２
、
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
発
達
段

階
や
地
域
の
実
態
に
即
し
、
全
領
域

に
わ
た
っ
て
同
和
教
育
を
展
開
す
る

３
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
全
教
育

活
動
を
と
お
し
て
同
和
教
育
を
実
践

す
る
。

４
、
同
和
地
区
住
民
の
自
主
的
、
組
織

的
な
教
育
活
動
を
促
進
す
る
。

５
、
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
お
よ
び

社
会
教
育
の
協
力
併
進
を
図
る
。

６
、
推
進
体
制
の
確
立
と
指
導
者
の
養

成
を
行
う
。

本
方
針
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
教

育
の
主
体
性
を
保
ち
、
政
治
運
動
や
社

会
運
動
と
の
関
係
を
明
確
に
区
別
し
て

促
進
す
る
。

善
　
　
意

一
、
香
典
返
し
寄
付

豊
　
原

野
波
瀬

上
中
小
野

浅
　
田

野
波
瀬

久
　
原

平
　
野

市
二
、
一
般
寄
付

豊
　
原

殿
村
新
開

小
　
島

磯
部
敏
克

母
　
ミ
サ
コ
死
亡

角
村
歳
市

母
　
（
ナ
　
死
亡

田
辺
竹
司

母
　
タ
ネ
　
死
亡

河
村
唯
一

母
　
キ
ク
ノ
死
亡

藤
永
万
吉

母
　
フ
デ
　
死
亡

谷
岡
久
作

妻
　
マ
ツ
死
亡

田
村
俊
夫

父
　
作
一
死
亡

本
山
　
保

母
　
み
き
死
亡

杉
山
和
文

角
木
　
裕

若
　
藤
　
会

善

行

章

交

付

明
倫
小
五
年
　
生
島
部
落

中
　
本
　
淑
　
代

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
五
日
、
市
部

落
古
武
時
計
店
附
近
路
上
で
百
弐
拾
五

円
を
拾
っ
て
宗
頭
警
察
官
駐
在
所
へ
届

出
ら
れ
た
。

お
よ
ろ
こ
び

申
し
上
げ
ま
す

昭
和
5
1
年
５
月
2
8
日
か
ら
６
月
2
1
日

ま
で上

中
小
野

沢
　
江

中
　
村

村
岡
　
三
彰

藤
村
玲
子

田
原
修

君
夫
昇
佑

早
苗

豊
　
原

野
波
瀬

溝
部
剛
志
　
一
美

藤
田
真
規
枝
　
豪

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

昭
和
5
1年
５
月
2
5日
か
ら
６
月
2
1日

上
中
小
野

豊

原

浅
　
田

野
波
瀬

平
　
野

滝
　
坂

市
久
　
原

小
　
島

野
波
瀬

田
辺
タ
ネ

磯
部
ミ
サ
コ

河
村
キ
ク
ノ

角
村
（
ナ

藤
永
フ
デ

田
村
作
一

松
田
光
雄

本
山
み
き

谷
岡
マ
ツ

宇
野
　
稔

木
村
コ
メ

七
五
才

七
三
才

九
四
才

七
七
才

八
六
才

六
六
才

七
五
才

六
八
才

七
九
才

七
二
才

八
一
才

山

口

県

公

害

防

止

施

設

整

備

資

金

融
資
希
望
調
査

県
内
に
工
場
又
は
事
業
所
を
有
す
る

中
小
企
業
者
で
現
在
、
公
害
防
止
施
設

の
設
世
を
必
要
と
す
る
者
、
融
吹
の
条

件
は
左
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
限
度
額
　
一
事
業
者
に
つ
き
五
○

○
万
円
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め

た
者
は

１
０
０
０
万
円

二
、
同
率
　

年
六
分
五
削

三
、
融
資
期
間
　

五
年

四
、
償
還
万
法
　
一
年
据
置
、
元
利
均

等
償
辺

五
、
取
扱
金
融
機
関

山
口
銀
行
、
山
口
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫

六
。
申
込
期
限

昭
和
５
１
年
７
月
３
１
日

詳
細
に
っ
い
て
は
町
役
場
保
健
衛
生
課

課
又
は
経
済
課
に
問
合
せ
し
て
下
さ
い

５

表
　
　

彰

宗
　
頭
　
古
谷
　
吉
郎
　
ど
の

優
艮
行
行
政
相
談
員
し
て

行
政
管
理
庁
中
国
管
区
行
政
監
察
局

長
表
彰
を
う
け
ら
れ
ば
し
だ
。
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